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建設緑政局夢見ヶ崎動物公園

夢見ヶ崎動物公園の賑わい創出について
対象地の概要
名称：夢見ヶ崎動物公園
昭和２５年開設、標高35mの丘陵地（通称「加瀬山」）
昭和４７年に動物コーナーを設置
公園種別：都市公園（地区公園）
管理面積：約6.6ha
（動物園エリア約1.1ha、公園エリア約1.1ha、里山樹林エリア約4.4ha）

展示動物：57種類326点、入園者数：年間約30万人、
入園料：無料





夢見ヶ崎動物公園の賑わい創出について
活用に当たっての課題など 建設緑政局夢見ヶ崎動物公園

展示・飼育施設等の老朽化や動物展示における魅力の低下

来園者が快適に利用することができる利便施設等の不足

夢見ヶ崎動物公園全体の特色を活かした体験やふれあいができるプロ
グラムの不足

飲食機能及び物販サービスの不足

多様な主体との連携の充実と持続性の確保

魅力的な情報の提供や多様な主体との連携による効果的な情報発信力
の不足

調査・研究における最新の知識・技術の取得と活用の不足

人材育成や新たな財源確保等を含めた持続可能なマネジメントの確立



夢見ヶ崎動物公園の賑わい創出について
夢見ヶ崎動物公園基本計画 建設緑政局夢見ヶ崎動物公園

快適でわくわくする
空間の創出

みんなでつくる協働
の輪の構築

施設の計画的なリニューアルに合わせた展示の工
夫や園内の利便性・快適性の向上

夢見ヶ崎動物公園全体の特色を活かした体験やふ
れあいができるプログラムの充実

夢見ヶ崎動物公園の魅力を伝える効果的な情報発
信力の強化

多様な主体との連携の充実による賑わいの創出や、
収益性の向上に向けた取組及び持続可能なマネジ
メントの構築

親しみ、ふれあいた
くなるような

コンテンツの充実

■目指すべき将来像 （平成30年3月策定）
わくわく、ふれあい、みんなでつくる動物公園
■基本コンセプト
夢見ヶ崎動物公園の特色を活かしながら、地域コミュニティの核とし
て、わくわくでき、いきものとふれあえる場を、多様な主体が活用する
ことにより、魅力と賑わいのある持続可能な動物公園を目指します。
■基本方針



夢見ヶ崎動物公園の賑わい創出について
今後、ご意見・ご提案をお聴きしたい事項
・老朽化した展示施設等の効率的・効果的な更新方法
・人をよびこむ魅力的なアイディア・発想
（プログラムやイベント、空間づくり、情報発信など）
・持続可能なマネジメントの仕組みにつながる運営体
制や収益確保に関する提案
・その他自由なご提案

建設緑政局夢見ヶ崎動物公園

ゆめサポフェスタ ■キッチンカー ■ゆめみらいワークショップ
（サポーターイベント） （飲食サービスの試行）

参考（これまでの取組）

建設緑政局夢見ヶ崎動物公園 担当 板垣
連絡先 TEL：044-588-4030 E-mail：53yumemi@city.kawasaki.jp


